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Ⅲ 平成 29 年度教育庁主要施策 
 

 

取組の方向１ の に た 教育の充実 

 

【施策の必要性】 

  ・生徒一人一人に、 的・ 的な 識・ を確実に習 させ、主体的に学

習できる力を うために 、一人一人の学習における習 の と課 を するとと

もに、 に じた指導や習 指導などきめ な指導を行うことが重要である。 

また、これ らの の しい を生き く ・生徒に 、 識・ の習 の

なら 、 と協力・協働しながら課 を するために必要な 力・ 力・

力、主体的に学習に取り組む 、 たな を する力を育むことが められる。 

さらに、 進 で が行 れる社会において、 学 の で が が

を ー していくために 、 教育の一層の充実を図り、 学 立 を支える人

材を育成することが必要である。 

 

 

♦主要施策１ ・ の と学 の向上 

 

１ 小・中学校における 学力の  

都 自の「 ・生徒の学力向上を図るための 」を 立 学校 学 、

学校 学 生徒を に
し

で実施する。 の を に、 ・ 学校にお

ける 業 を推進し、 ・生徒一人一人の「確 な学力」の定 と を図るため

の学力向上施 の充実を図る。 

また、 学校 、 学校 学 学校 において「 ラ ン」に づいた

的な習 指導 人 ・習 指導を推進し、 ・生徒の学力向上を図

る。 

さらに、 的な学習 を習 するための教材である「東京 ー ック・ ル」

の活用を一層推進するとともに、 ・ の定 を図る。 

あ せて、 0 区市を学力 テップアップ推進地域として指定し、 ・ 学校の ・

学 における教 の指導力向上、 ・ 学における ・生徒の 学力の

定 を図る。 

 

２ 等学校における学力の 実  

生徒の学力向上を図るため、「都立高校学力 タン ー 」を に自校の学力 タン
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を して 的な学習目 を し、 と の に り、

を するな 校内で組 的 的な を 。 

また、生徒の学力定着 を 確に するた 、自校で した学力 を実施し、

学力の確実な定着に た り しの を 。 

さ に、義務教育段階の基礎学力の定着が十分ではない生徒に対し、学び直し学習や

自習を支援するた 、「校内寺子屋」を都立高等学校 10 校で実施する。 

せて、生徒が 確な目 を ち、進 実 に 力で る 支援するた 、学力

の定着等に た 「 ）」を し、 を活用した「

」を実施する。 

 

 業 の における学 の  

区市町村が実施する、子供たちの な で る「放課後子供教室」に

る 学習活 の取組を支援するた 、 等の 実施や活

の 供を 。こ を て、地域の人材を活用した学習習慣を に

るた の学習支援な 活 の充実を図る。 

また、中学生等を対象として、学習習慣の確立や基礎学力の定着を図ることを目的と

する「地域未来塾」に取り組む区市町村を支援し、子供たちへの学習支援の機会を充実

させる。 

さ に、義務教育段階の基礎学力の定着が十分ではない生徒に対し、学び直し学習や

自習を支援するた 、外部人材等を活用した「校内寺子屋」を都立高等学校 10 校で実施

する。 

こ の取組を 、基礎学力の定着が十分ではない 生徒に対する学習を支援

し、自 学 を させ、 する進 実 を図るた の学習 を する。 

 

 高等学校における る の推進 

生徒が学習内 を し、 力を に る 、学校教育に る

の高い学びの実 を目 す。 、 推進校

を 1 校 定し、「 的 対 的で い学び」の に立 た に する

び の を図る。 

また、 的な学習等を用いて、 的 的に学びなが 、生徒 人 人に

力 力 力を 高い で に させるとと に、 の を る

的 力、 を こす 力等を に させ、 会で

活 する を育 する「 的 推進校」を 校 定する。 

 

 高等学校における の進学 の に け 取組の推進 

立 学等を目 す生徒の進学 を な るた 、進学 校等を 定し、

こ に中高 教育校 10 校を た 校を対象とし、進学対 の充実を図るた に
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な支援を 。 

 

 に け の推進 

  自 や地域 地 等の 課 に いて、 生徒 人 人が自 の課 と

して 、 に て自分がで ることを 実 で る力を育 するた 、 立

中学校 び都立学校 0校に いて、 を せ、 的 対 的で い学び

を して しなが 課 を図る取組を 、 な 会 り

に た教育を推進する。 

  また、 立学校に いて、 への取組 、 、

））に いて、子供たち自 が 的な 目 を 定し、 の活 を 地域と

して 的に推進 実 し、 に いて を る取組を実施する。 

  さ に、 生徒に に な を るとと に、 をは とする

に した の さを させ、 の実 を促すた に、 立学校に「

掲 用教材」を する。 

 

 学 の  

の に 、生徒が む学習活 を にするた 、

学 を し、 する学習活 等への 機会を確 する。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ 「 生徒の学力 を図るた の 」の実施 

○ 習 の の推進 

○ 学力 推進地域 定  

○ 「 」の活用 

○ 学力 に た取組 

○ 「都立高校学力 」活用  

○ 「校内寺子屋」の推進 

○ 「 」の実施 

○ 「放課後子供教室」の促進 

○ 「地域未来塾」の促進 

○ の推進 

○ 的 推進  

○ 都立学校に る進学 校等の推進 

○ な 会 りに た教育の推進 

○ 「 たいない」 の実施 

○ 教育掲 用教材の  

○ 学 の  
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♦主要施策２ 教育の推進 

 

１ 小・中学校における 教育の推進 

・ 学生の に する資質・ 力の を図るため、 学生が に る研

成 を ・ する「 学生 学 」、 学に高い ・ 心を つ 学生が専門家

ら指導を ける「東京 ア 学 」、 ・ 学等の 力を い う「 学生 学コ

ンテ ト」を実施する。 

  また、 に ・ 心を つ ・ 学生の を 大するため、区市町村教育

会が行う「 実験ア タント」の 置を支援するとともに、「 支援ボランティア

活用モデル地域」を指定し、地域人材等の ボランティアの 業に る活用につ

いて 的な を する。 

 

２ 等学校における 教育の充実 

都立高等学校における 学 人材育成の として、都の 教育を
け

する役

割を う「 ー ン校」 校に え、都立 高等学校・ 学校を「

ア デ ー校」に指定し、 学校 らの を 通した 的な教育により、

学的に する 力や 、課 を する 力などを育成する。 

また、 に を つ生徒の を 大するために、特色のある教育活動を実施す

る高等学校等 24校を「 研 校」として指定するとともに、「 ー ン校」、

「 ア デ ー校」 外の都立高校生で に ・ 心を つ生徒を に、大学

等の研 施設での高 な研 活動や、 施設の 学や研 の などを行う「

研 ラボ」を実施する。 

 あ せて、生徒の な進学 ー に するため、都立 高等学校において、

学部等への進学を する生徒 で いに
せ さ た く ま

し支え う ームを 成し、

一 した育成プログラムを実施する。 

 

＜主要施策２における主要事務事業（例）＞ 

○ 「 学生 学 」、「東京 ア 学 」、「 学生 学コンテ ト」の実施 

○ ・ 学校における「 実験ア タント」の 置支援 

○ 「 支援ボランティア活用モデル地域」の指定 

○ 「 ー ン校」、「 ア デ ー校」の充実 

○ 研 校の指定 

○ 研 ラボ事業の実施 

○ 学部等への進学を する生徒による「 ーム」の 成 
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取組の方向２ 活 る人材の育  

 

【施策の必要性】 

  グロー ル社会でたくましく生き くために 、 で通用する 力を身に付け、

積極的にコ ー ンを図 うとする や、自らの えや意 を 的に

することができる 力等を育成することが重要である。 

 また、 社会の一 であることを自覚した上で の人 と し、 なる や

地域の ・ 等を 重しつつ積極的にコ ー ンをとれるようにすること、

自らの や地域の 、 ・ 等についての を め、 人であることの自覚や、

や を し、 りに う心を育むことが重要である。 

 

 

♦主要施策  「 る 」を る実 教育の推進 

 

１ 小学校における 教 の推進 

  成 30 らの 学校 教 の 行実施に向け、 教育推進 ー ーを た

に 36 え、 で 76 を 置するとともに、 ー ー 置をしている 10地区を「

教育推進地域」として継続指定し、教 の指導力 の 力の定 を図る。 

  また、専 教 の必要 や学校における指導体制の り について するため、

専 教 活用に るモデル事業を実施する。 

さらに、 学校 ・ 学 の外 活動の導入に向け、「教 用指導資 ク ー

ー 実 付 」を 成する。 えて、 学校全 コー において

の に れた専門 の高い教 を確保する。 

 

２ 中学校における 教育の充実 

学校 において「東京 習 指導 ラ ン」に づいた 的な 人

・習 指導を推進し、都 自の「 ー ン テ ト」の ・ を行い、

学 で実施するとともに、 学校における 業 を推進し、生徒一人一人の「

える 力」の定 と を図るための 教育の充実を図る。 

また、 学校 との 続を図 た 学校 教育の 的な取組を推進するため、

「 学校 教育推進モデル地区」を指定する。 

  さらに、生徒の「 す力」の向上を 指すため、 学校 教 を とした指導

力向上の研修を実施する。 

 

 等学校における 教育の充実 

高等学校において、生徒にコ ー ン ールとして える 力を身に付け
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させ、 教育の推進を図るため、 き続き全ての都立高等学校 高一 教育

校に プログラムによる外 人指導 「 」という。 を 置し、

業でのティーム・ティー ングの実施や部活動等での 的な を促進させる。さら

に、 教育の を図るために、 の指導力を向上させ 的に活用した

業の実 例を 有するとともに、「東京 ング ッ ・ ン ワー ント・プロ クト

」において を活用するなどして、学校生活の で、生徒が 的に

に れる 会を 大させる。 

また、高い 力によるコ ー ン 力、 への や 力、 貢

献への意 等を高め、 、 社会の な ・組織で活 できるグロー ル・

ー ーを育成するため、都立高等学校における「東京グロー ル 10」の指定を継続する。

あ せて、生徒の「 える 力」の向上を図るため、特に「 く」、「 す」に重 を

置いたきめ い指導を行うなど 教育を 導することを 的に、 成 28 に指定

した「 教育推進校」 0 校についても、教育 の整備などの支援を き続き行 て

いく。これら「東京グロー ル 」 「 教育推進校」で 、 ンラ ン 会 を

じめとする を活用した 業や外部 定 験 験支援を行うなど、生徒の 力

の向上に向けた取組を させる。 

 

 学校外における に る の充実 

・生徒が を 用する しさや必要 を体 でき、 学習の意 向上のき

け りとなる を整備するための体験的で実 的な学習を行う場として、「TOKYO
GLOBAL GATEWAY」を 成 30 までに 設する。

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ 学校を とした 教育推進地域事業 

○ 専 教 活用に るモデル事業 

○ 「教 用指導資 ク ー ー 実 付 」の 成・  

○ 教育を推進する教 の 用 

○ 学校 業における 人 ・習 指導の充実 

○ 学校 教育推進モデル地区 

○ 学校 教 を とした研修 

○ プログラムによる外 人指導 の活用 

○ 「東京グロー ル 」の指定継続 

○ 東京 ング ッ ・ ン ワー ント・プロ クト の実施 

○ 「 教育推進校」事業 

○ 「TOKYO GLOBAL GATEWAY」の 設に向けた取組の推進  
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♦主要施策  を る取組の推進 

 

１ の推進 

  生徒の の促進を図るため、 外教育 等との覚 に づく連携や、これ

までの の実 、「 ー ー育成 場」等の事業実 を活用し、都立高等学

校における 校 を じめとする 外の学校との学校 を 充する。 

また、生徒の の 会を に 大し な 覚を 成するため、都立高等

学校等への 学生の 入れを 充し、 人生徒・ 学生 にと て 力的で有意

な「東京体験 クール 」を実施する。 

さらに、 な ・組織で 貢献できる人材に必要とされる 学・ や

等の を育成するため、 協力 と連携して、 外協力

の を にした高校生向けプログラムを実施する。 

えて、教 向けプログラムについてもこれに せて実施し、 教育の実 力

を高めるとともに、 外協力 の 事業に する を め、 する意 を高

める。 

  

２ 都 校 の 学・ 外 学進学 の  

  グロー ル社会にあ て、 、 な場 や で活 し、 や東京の を

う人材を するため、都立高等学校等の生徒 200 を として「 ー ー育

成 場」を実施し、 外で通用する 力や い 、 に す ン

等を育成する。 

  さらに、都立 高等学校の ロ アコー において、 ロ アのディ

プロ ・プログラムによる 業を し、 的に められる大学進学資 ルディ

プロ の取 により 外大学進学を推進する。 

 

 を る都 学校の  

に通用する人材を育成する都立高等学校として、 色 な学習 を整備し

た都立 高等学校 の設置 備を進める。 

また、 学力や な 覚、 な を け入れる資質を備え、 的に活

できる人材を育成していくため、都立立 等教育学校において、 学校の

設置 備を進め、 い ら ・生徒や外 人 ・生徒とともに学 など、

色 な学習 を整備する。 

さらに、都立 高等学校・ 学校において、 の ・ 教育や

、 教育などに重 を置いた特色ある教育の なる充実を図る。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ 都立高等学校における 校 事業等の 充 
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○ 都立高等学校等における 学生 入れの促進 

○ 協力 と連携した 貢献人材の育成 

○ 「 ー ー育成 場」の充実 

○ 都立 高等学校における ロ アの取組 

○ 都立 高等学校 の設置 備 

○ 都立 高一 教育校の設置 備 

○ 都立 高一 教育校における教育 の充実 

 

♦主要施策５ 人とし の と の

 

１ 人とし の を た 社会に る 人の育  

  人としてのア デンティティを備えた 人材を育成するために、外 人と

・生徒との な の 会を設け、 いの の 体験や の を する

験等をすることが大 である。 

そのため、 立 ・ ・高等学校 特 支援学校 250 校において、地域の専門的な

識や を有する外部人材を し、 や 等の体験や が る の

を ることなどを通じて、 の 、 ・ を学 、 のす らしさを

する教育活動を推進する。 

 また、都立高校生が の を し、その さを外 人に することがで

きるようにするために、 成  までに全ての全 制都立高等学校 する定

制・通 制高等学校で 教室を実施するよう支援していく。 

 

＜主要施策５における主要事務事業（例）＞ 

○ の ・ の さを する 力・ の育成 

○ 都立高等学校における 教室の実施 
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取組の方向  社会 を 教育の推進 

 

【施策の必要性】 

  全ての人 の人 が 重され、 いに いやる で な社会を実 するために 、

一人一人の人 重の の を図るとともに、 意識や な心を育むことが大

である。 

また、子供たちの社会的自立を促すために、家庭や地域・社会との連携を図りながら、

社会貢献への意識を育 、 ・生徒の自 情や自 定 等を高め、社会人、職業

人として自立していくことができるようにする教育が められる。 

さらに、自 の 生 に、「自 」、「 」の に づき に行動し地域に貢

献できる人材となれるよう、 教育の一層の充実が必要である。 

  えて、「 」に に するための 学 教育の充実、グロー ル の進

に い、 する外 人 ・生徒等に する な支援を進めることも必要である。 

 

 

♦主要施策６ 人 教育の推進 

 

１ 人 教育の推進 

が 定した「人 教育・ に する 」を まえるとともに、「東京都人

施 推進指 」等に づき、人 重の を く社会に定 させ、 を じめ

な人 課 に る や をなくすため、人 教育を推進する。 

 

＜主要施策６における主要事務事業（例）＞ 

○ 人 教育に する研修・ ・研 の推進 

 

♦主要施策  社会 を に ける教育の推進 

 

１ 小・中学校における 議 る の推進 

東京都が 成・ した、「 特 の教  行 置  東京都 教育教材集」

の活用の推進、「東京都 教育推進 校」による ・ 学校における の教 に

向けた 行した取組を推進し、 教育の一層の充実を図る。 

また、これらの資 の活用等により 業地区 の ・充実を図り、学校

と家庭・地域が連携した 教育の取組を一層推進するとともに、東京都「特 の教  

」 ン ン を実施し、 ・ 学校等の組織的な推進体制 指導体制の

を図る。 
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２ 等学校における都 教 「人 と社会」の実施 

成 28 ら全都立高等学校 都立 等教育学校において、人 としての り

生き に する都 自教 「人 と社会」を設置している。これにより、 を い、

を高めることで、社会的 実に らし、より い生き を主体的に

し行動する力を育成する。そして、都立高校生の実 を まえ、 う き や

指導 ・ について なる実 研 を行う。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ の教 に向けた 行した取組の推進 

○ 東京都「特 の教  」 ン ン の実施 

○ 業地区 の充実 

○ 都 自教 「人 と社会」の実施 

 

♦主要施策  社会 ・ 業 を図る教育の推進 

 

１ 教育の推進 

全 学校で職場体験活動等の取組を実施するとともに、 用 ン ッ

トの活用促進を図り、外部人材・ と連携しながら 教育・ 教育等も めた

的な ア教育を推進する。 

また、全都立高等学校において必 修教 として設置している、人 としての り

生き に する都 自教 「人 と社会」を 心として、高校生一人一人が社会の一

であることを自覚し、人としての生き の指 となる な に する えを め、

行動する力を育成する。 

さらに、生徒に 識ある として必要な 力と を育成するために、全都立学校

の図 に主 教育における資 として 全 等 や 連 等を 置す

る等教育 を整え、議会制 や 制 等、 主主 の意 と 組 などを学 せる

とともに、 等の体験学習等も用いた主 教育を実施する。 

あ せて、社会の と に える人材の育成を推進し、生徒の 力の と進

実 を図るため、 業高校のデ アル テム 設置や家庭・ 高校 設等

に向けた 業教育の を進め、 力ある専門高校づくりを推進していく。 

ネ の 活動に に する 力と を育成するため、東京の 業や身 な

企業等を学習する の や、企業等と して教育活動を支援する組織「 業教

育コン ー アム東京 」の設置などにより、 ネ を実地に学 会を 充す

る。 

都立高校生が、実社会に て社会人・職業人として自立して生きていく上で必要な

力や を身に付けることができるようにするため、企業やＮＰＯ等が実施する体験

学習プログラムを 通 高校で実施するとともに、専門学 高校向けのプログラムを
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行的に導入する。 

 

２ 教育の推進 

生が される 都 地 などの自 生 において、 ・生徒が「自 」、

「 」の に づき に行動できるように、都 の全 に された ッ

ク「東京 」と連携した ート「東京 」の活用を に促進し、「 子 体験」

学校 ・「 コンクール」 学校 を実施し、学校と家庭が一体とな

た 教育の一層の充実を図る。 

また、全都立高等学校において、 に自 の身を りつつ地域での 援活動等に

貢献できる人材を育成するために、一 の 等を通じて、地域での 援活動

等に貢献できる人材を育成する。 

さらに、 への高い 、 の を せ た ー ーを育成するため、

都立高等学校の生徒 教 が東 大 の 地において、 支援ボランティア

や 活動等を行う「 ンプ」を実施し、その を都立学校に く す

る。 

あ せて、全都立特 支援学校で 、 都 地 等の大 が 生した の

に たる 所の 校 での ・生徒の安定した生活を確保するため、一

の を実施する。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ ・ 学校における 的な ア教育の推進 

○ 都 自教 「人 と社会」の実施  

○ 全都立学校への全  

○ ものづくり人材等の育成に向けた取組の推進 

○ 実地に学 業教育への  

○ 企業・ＮＰＯ等と連携した都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム事業 

○ ート「東京 」の活用促進 

○ 「 ンプ」の実施 

○ 都立特 支援学校での の実施 

  

♦主要施策  校・中 学 策 

 

１ 教育 会における ー の の取組 の  

・ 学校における 校の ・生徒に するきめ い支援を行うため、区市町

村教育 会に、 クール ー ルワー ー等を活用した「支援 ーム」を設置し、

学校、 、 等の と連携して支援を行うモデル事業を実施する。 

  また、 学校が、 校の課 に して組織的に できるよう、校 で 校
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の中 的 を 教 を 定し、校内 を する を実施する。 

さ に、 校の 中学生の学校 を支援する施 として、 区市町に さ

ている教育支援 教室）の充実を図るた 、地区の課 に た

的な取組を支援する を実施する。 

せて、 生徒の の を十分に するた の な な 、教

の対 を支援するた 、 たな 校を生まないた の の に た を 。 

 

２ 学校における の に け の取組 

生徒が 来 会的に自立で る にするた 、 や の 的 や を

する 等 なる「自立支援 」を都立学校に する。 

「自立支援 」は、 校や中 学な の課 が に な都立高等学校とし

て都教育 会が 定した学校 校）を するとと に、 の の都立学校

に対して に て し、学校 支援 や 機 と して や再

学に た支援を 。 

  また、 校の生徒や中 学 の い都立高等学校に いて、 校や中 学の

課 に対して組 的に対 で る 、校内で 校や中 学対 の中 的 を

自立支援 教 を 定し、学 への 、「自立支援 」や 機 との

等を い、組 的な取組を推進する。 

 

 の  

中学校で 校 の る 学 が り 学で る 、

の や に た取組を推進する。 

 

 等 施 等 の の推進 

校 生徒に対する支援の充実を図るた 、 会の実施や、 的な教

育 の な を 、 等 施 等との を推進す

る。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ 区市町村教育 会に る支援 の  

○ 中学校に る学校内での組 的な支援 の  

○ 教育支援 教室）の機  

○ たな 校を生まないた の の  

○ 都立学校に る 校 中 学対  

○ 都立学校に る「自立支援 」の取組 

○ の 充に た取組の推進 

○ 等 施 等との 会等の実施 
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♦主要施策１０ た 人 人に た の  

 

１ 学 教育と小学校教育との を図るた の取組の推進 

や保育所、こども で してきた子供たちが、 学校における学習や生活に

できるようにするため、 学 教育 ら 学校教育への連続 を重 し、 や

保育所、こども と 学校とが、 にそれぞれの特 等について しく し い、

連携を する取組を進める。 

 

２ 等学校における 京外 人 の の  

都立高等学校において、 京外 人生徒が必要な 指導を けられるようにする

ために、 学校における 指導が必要な 京外 人生徒 の動向、 京外 人生徒

の 集校における入学 の や進 の 等を まえ、専門高校

も め都立高等学校における 京外 人生徒の な 集 を する。 

 

＜主要施策 10における主要事務事業（例）＞ 

○ 学校との連続 を まえた 学 教育の充実 

○ 高等学校における 京外 人生徒 の な 集 の設定 
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取組の方向  た の を育 取組 

 

【施策の必要性】 

  東京都 、 成 26 に「東京都いじめ 推進 例」を制定し、これに づ

き、都教育 会が「いじめ 」を 定し、全ての学校において、学校全体によ

る組織的な を推進してきた。し しながら、全 的に 、いじめによる や子供

たちによる 力行 、自 など、生 に る重大な事 が後を たない もあり、

き続き、全教職 による組織的な取組の や、子供たちや家庭に する 的な支

援を行うことが大 である。 

  また、情報社会の進 に い、子供を取り く社会 が大きく する で、 ・

生徒が情報社会での行動に責任を ち、情報を しく安全に 用できるようにするとと

もに、情報 の 用による健 との りを する力を身に付けさせることが必要

である。 

 

 

♦主要施策１１ 力 等 策の  

 

１ 「 策 ２ 」 実 推進 

 学校において、いじめの 、 、 等の や、 ・生徒の主

体的な行動を促す指導を、保 や地域・ 等と連携しながら組織的に行うなど、

教職 研修の充実等を通して、 成 29 に 定した「いじめ 」

に されている 体的な取組を、全教職 により確実に推進する。 
 

２ 策に る取組の  

成 28 の「自 」に づき、 いに 重し いながら生きることの

意識の や な事 等における の を身に付けさせることが、学校の 力

として された。 

それを まえ、 ・生徒が自らの を つことがないようにするため、学校 、家

庭と協力して ・生徒の や 安を に し、 等と連携してその

に向けた支援を行うなど、組織的な取組の を図るとともに、学校において、 いに

重し いながら生きていくことの意識の に えて、 な事 や い心 的

を けた場 等における の を身に付けさせる指導の充実を図る。 

 

 クー ー等を活用した学校教育 ・ の の充実 

  いじめ、 力行 、自 等の 行動の に向けて、 ・生徒を支援する体制を

するために、教職 、保 、その の 等に しやすい を整備し、
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学校における定 的なアン ートや の実施、 クール ン ラーの活用の促進、

都教育 ンター等の の 等と せて、教職 の 力向上を 指した校

研修等の充実を図る。 

 

 ・ の 動等の に向けた学校と地域 等との連携の  

  いじめ、 力行 、自 等の 行動の と ・生徒の健全な育成に向けて、学

校、家庭、地域、 ・ 所等の が専門 を生 しながら役割を す

るとともに、 ・生徒に して に指導や支援を行うことができるようにするため、

学校に設置されている「学校 ート ーム」の を図り、 クール ー

ルワー ー等の外部人材の活用を促進する。 

 

＜主要施策 11における主要事務事業（例）＞ 

○ 「いじめ 」の 実な推進 

○ 情報 ト アプ ー ン「 えよう いじめ・ Ｎ 」の活用

促進 

○ 全 立学校の校 を とした自 教育連 会の  

○ 学校における自 教育の充実のための 教材の 成・活用の促進 

○ クール ン ラー活用事業の推進 

○ 「学校 ート ーム」の  

○ クール ー ルワー ー活用事業の推進 

 

♦主要施策１２ 等の 方の  

 

１ 東京都 の ー 「 東京 ー 」の 実 推進 

  全 立学校の ・生徒が、いじめ等のトラ ルや に き まれないようにする

とともに、学習への を ために 定した「 Ｎ 東京ルール」に づき、教材

の 、推進校の指定、情報モラル の実施等を通じて、 ・生徒の に

じた指導を に推進する。 

  また、有 情報 ら子供を るため、全 立学校を に を行うとともに、子供

の ンターネット等の 用 を行い、 ・生徒の実 を する。 

 

＜主要施策 12における主要事務事業（例）＞ 

○ Ｎ 等の な い の  

○ ンターネット等の な 用に する子供を取り く実 の  
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取組の方向５ を に 活 る力を  

 

【施策の必要性】 

  学 や高 情報 の進 に う生活の により、 生活における身体活動

がますます していく にあ て、 的生活習慣を身に付け、健 や体力を保

進していくための 的な 力や を い、 生活の身体活動 を させ

体力を に高めていくことが重要である。 

  また、自 自身の健 に する 心を高め、生 に た て、主体的に健 を保 ・

進しようとする を うことが重要である。 

 

 

♦主要施策１  力向上を図る取組の推進 

 

１ 「 ク   」の推進 

東京 2020大会の 都市に さ しい、 動・ ー に しむ な ・生徒を

育成するために、「アクティ プラン  的な子供の 体力向上

推進 」に づき、全校で体力向上に る や、 体的な取組 を定めた

を 成して取り組むなど、子供たち一人一人の 体力の向上を図る。 

学校において、健 教育を 心とした体力向上、健 づくりを推進する「アクティ

ラ 研 実 校」を指定し、 的生活習慣の定 ・ に向けた取組や、成 を

く することを通して都全体の健 教育をより一層推進する。 

また、全 学校を「アクティ クール」と 置付け、自校の体力の実 を まえて

体力向上の や取組 を定めた体力向上推進 を定め、取組をより一層推進する。

特に体力向上に 進的に取り組む 学校を「 ー ーアクティ クール」として指定

し、 体的な取組を研 するとともに、成 を く 校に することを通して

学生の体力向上を図る。 

さらに、東京 2020大会を とし、 ー の全 大会や 東大会への 場を 指す

都立高等学校を させていくため、 力の高い 動部活動のある学校を「 ー

特 校」と指定し、都立高等学校 動部活動全体の活 と 力の向上を一層推

進する。 

 

＜主要施策 13における主要事務事業（例）＞ 

○ 東京都 一体力テ トの全 立学校での実施 

○ 全 学校を「アクティ クール」として指定し、体力向上の取組を  

○ 「アクティ ラ 研 実 校」や「 ー ーアクティ クール」による 進的取

組の研 ・  
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○ 「 ー 特 校」の指定 

 

♦主要施策１  の推進 

 

１ 教育の推進 

が 等の重要な健 課 に するため、 と連携して指導資 等を 成し、

に する教育の充実を図る。また、 に する 的な課 を まえ、 ・生徒

の しい を促すため、 に する指導の充実を図る。 

 

２ ー 策の推進 

学校 を 心とするア ル ー に る事 を するため、 部 学 修

の ラ ンに づいた、事 の取組と事 生 の を確立し、 学校

における組織的な体制づくりを推進する。 

 

 育の推進 

・生徒が、 に する しい 識と ましい 習慣を身に付け、健全な 生活を

るとともに、 を通して地域の 業や への を めることができるよう、教

等 の連携を図りながら「生きた教材」として学校 を活用した 育を推進する。ま

た、 育推進 ームの設置、 教 や 育 ー ーを 心とした校 指導体制の整備

を行うとともに、 に する指導と を一体のものとして行うために 教 の

置を 大し、 育の なる推進を図る。 

 

＜主要施策 14における主要事務事業（例）＞ 

○ に する教育の充実 

○ に する指導の充実 

○ ア ル ー の推進 

○ 育の推進 
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取組の方向６ ック・ ック教育の推進 

 

【施策の必要性】 

  東京 2020大会を、子供たちの人生にと てまたとない重要な 会と え、 ン ッ

ク・ ラ ン ック教育を全校で することを通して、東京都の ・生徒の いと

こ を に し、 を する取組を推進し、 社会に貢献し、東京、そして

の なる の い となる人材を育成していくことが められる。 

また、東京 2020大会の 験を通じ、その後の人生の となるような け えのない

ーを子供たち一人一人の心と体に していくことが重要である。 

 

 

♦主要施策１５ ック・ ック教育の推進 

 

１ 「東京都 ック・ ック教育」実施方 に 教育の推進 

東京 2020 大会を、子供たちの人生にと てまたとない重要な 会と え、「東京都

ン ック・ ラ ン ック教育」実施 成 28 1 定 に づき、全 立学

校で ン ック・ ラ ン ック教育を推進する。 

これにより、 ・生徒の いとこ を に し、 を する取組を 実に推

進し、東京、そして の なる の い となる人材を育成していくとともに、子

供たち一人一人の心と体に人生の となるような け えのない ーを 成する。 

ま 、 教育で 、「 ン ック・ ラ ン ックの 」、「 ー 」、「 」、「

」の つのテー と つのアク ン 学 、 る、する、支える を組 せた

な教育プログラム 「 の取組」という。 を推進する。 学校において

、東京都が 成した 教材等を活用し、全ての教育活動に 連付け、 35

を 安とし、学校全体で組織的・ 的に する。 

さらに、「 の取組」を することで、子供たちに くの資質・ 力を身に付け

させていくことが となるが、特に、 成 32 の社会を支える子供たちにと て

重要な「ボランティア ン 」、「 」、「 ー 向」、「 人としての自

覚と り」、「 な 覚」の つの資質を重 的に育成するために、「東京 ー ボ

ランティア」、「 ルプロ クト」、「 ・ プロ クト」、「 とも ちプロ

クト」の つのプロ クトを推進する。 

 

＜主要施策 15における主要事務事業（例）＞ 

○  ン ック・ ラ ン ック教育の全校  

○ ン アン・ ラ ン アン等の学校 の 充 

○ 学校の ン ック・ ラ ン ック教育の取組に する支援 
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○  の 充に向けた取組 

○ ボランティア ン の 成、ボランティア活動の支援 

○ クールアク ン「も たいない」大 の実施  
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取組の方向  教 の ・ 力を る 

 

【施策の必要性】 

  教 の大 職、大 用によ て テラン教 の指導 験や が継 されに

くい がある 、 に 用される教 に し、 な人 と組織人としての責任

・協 、実 的な指導力や社会 等を育成することが められる。 

また、東京都の教育に められる教 に さ しい人 を継続的に確保するととも

に、 たな教育課 に的確に するため、 ・ の に継続的に取り組む

ことが必要である。 

  さらに、教 全体の資質・ 力の向上を図り、教 の成 を学校全体の教育力向上に 

つな るため、教 験、職層等に じた 職教 の育成、 職としての資質・ 力 

を有する人材の 的な育成が必要である。 

 

 

♦主要施策１６ 教 の と  

 

１ ・ 用 における実 力の育  

な人 と実 的な指導力を 備えた人材を学生の ら 成するため、教

を 成している大学や区市町村教育 会と連携した東京教 成 により、実 的

な指導力、社会の課 を的確に え課 を する力、教 としての 等の資質・

力を身に付けられるよう教 を育成する。 

また、高 な教 成 である教職大学 との連携を充実させ、大学学部 で

身に付けることのできない専門的な 識・ 力を身に付けた、 の学校教育の と

なり る な 人教 を確保する。 

さらに、東京都 立学校教 用 が、 用後に教 としての職 を や 、

つ に タートできるよう、 用 に学 等に必要な実 的指導力を身に付けさ

せることを 的として、 用 実 的指導力 成 を実施する。 

 

２ 教 の  

教 用 における 験 の確保 の を図り、 な教 の確保

に向けた取組を一層推進する。 

さらに、グロー ル人材育成のための 教育の充実と 成 32 らの 学校の

教 への を図るため、 の に れ専門 の高い教 を確保する。 

 

＜主要施策 16における主要事務事業（例）＞ 

○ 「東京教 成 」の充実 
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○ 教職大学 との連携の充実 

○ 「 用 実 的指導力 成 」の充実 

○ な教 の確保 

○ 教育を推進する教 の 用 

 

♦主要施策１  教 の ・ 力の向上 

 

１ 教 等に た教 の充実 

東京都 立学校の 教 に必要とされる 的 識・ の 実な定 と資質の向

上を 指し、教 としての 、 い 実 的指導力を させるため、

で 教 を 的に育成することを 的として、東京都 教 育成研修を実施す

る。 

また、教育 特例 や 学習指導要 全実施に向けての 等を まえ、

職 研修等の職層研修、東京都 教 育成研修等の必修研修、東京教 場

等の ー ー 成研修 教 の専門 を高める研修である教 等・教育課 研修につ

いて、 の充実を図る。 

  さらに、 ・育 の教 、 し 地区の教 など教職 研修 ンターで実施する

研修の が な教 に し、 な職場 や自 を促すことを 的として、

の教育情報や の教育課 とその の などを提供するための教 研修の動

を する。 

  あ せて、教 が教職生活全体を 通し自らの アを 成し、資質・ 力の向上

を図るための研修 を設 できるよう、 教 が研修 等を確 できる「 ・

ア・ ート」を導入するとともに、これを校 が人材育成の ら自 と

せて活用することにより、自 的に学 を つ教 を育成する。 

 

２ た 教育 に る教 の ・ 力の向上 

立 ・高等学校の外 指導の質的向上を図るため、外

教 の 外 研修を実施する。あ せて、 後の 学校 教 を に実施する

ため、 教育推進 ー ーとして指定した 学校教 の 外 研修を実施する。 

また、 ー ン テ トの ・ を行うともに、生徒の「 す力」の向上を

指すため、 学校 教 を とした研修を実施する。 

 

 教 の活用 

教 全体の「プロ意識」の や 力・専門 の向上を図るため、学習指導において

高い専門 と れた指導力を有する指導教 の任用を、 成 25 ら都立学校で、

成 26 ら区市町村立学校で し、 充を図 ている。指導教 の活用により、

の教 が自ら成 しようとする意 を き すとともに、 立学校全体の指導力を高め
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てい 。 

 

 に け 策 に 取組の推進 

 に 定した「 に た 的な対 」に基 、 ての 立学

校 等を するた の取組を推進する。 や に た 的な

や、 務 再 として 等の な を実

施する。  

また、 を の 段とする た の る 務 を対象として、「

」を実施する。 

さ に、実 の を した を 務 等で 的に活用し、

に た を る。 

せて、 のない、生徒の を高 る部活 を推進 するた 、 ての

教 や外部 を対象とする 習会を するとと に、「  」に

り、 た を実 した 教 を する。 

 

 の 策の取組の推進 

教 の 的 の を促進するた 、 用教 を対象とした の

、 校 を対象とした「 校 」や、

等を実施し、「 自 」、「 対 」の に を いた

対 の充実を図る。 

で した教 の な び再 の を図るた 、 、

「 」に る「 学校に る 」を中 とする に

た支援を実施する。 

 

＜主要施策 における主要事務事業（例）＞ 

○ 教 等に た教 の充実 

○ 育 中の教 等に対する の実施 

○ 教 の 自 「 」）の  

○ 外 ） 教 等の 外  

○ 教 の活用 

○ 「 に た 的な対 」に基 取組の推進 

○ 教 の 対  
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♦主要施策１  等の と育  

 

１ 学校の ー ーを育 る の充実 

校 が集 し、 のある 校 の業 を するため、 たに「学校 ネ

ント モデル事業」を ・ 学校で実施する。 

また、 地区で とな て活 する教育 職を 的に育成するため、 成 26

ら 実施している「学校 ー ー育成プログラム」 学校 ネ ント 、学校

ー ー育成特 について、教育 職 の 験資 しに い を

大し、研修の なる充実を図る。 

 

２ 教育 等の  

教 の教育 職等への 用を促進するため、育 ・子育て における人事

動 での を行う 、 ア 成を意識した ローテー ンを推進する。 

また、 たな層 ら な教育 職を確保するため、これまで主 教 指導教

を としていた教育 職 の 験資 を、46 上 54 の主任教 主

任教 上 にまで 大する。 

さらに、教 が教職生活全体を 通し自らの アを 成し、資質・ 力の向上を

図るための研修 を設 できるよう、 教 が研修 等を確 できる「 ・

ア・ ート」を導入する。 

 

＜主要施策 18における主要事務事業（例）＞ 

○ 学校 ネ ント モデル事業 

○ 学校 ー ー育成プログラム 

○ 教育 職 制 の  

○ 全教 の研修 自 テム 「 ・ ア・ ート」 の導入  
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取組の方向  の 教育 を る 

 

【施策の必要性】 

  大学入 学習指導要 への 、グロー ル人材の育成など、都立高等

学校を取り く たな課 に的確に していくために 、 成 28 に 定した都

立高校 推進 ・ 実施 の 実な推進が められる。 

  また、特 な支援を必要とする ・ ・生徒の自立と社会 に向けて、特 支

援学校における教育 の整備・充実、通 の学 に する の ・生徒へ

の支援体制の整備、 の に じた な教育の場の 充などが必要である。 

  さらに、子供や学校を取り く が一層 ・ している 、 な専門

を た タッ と連携するなど、学校の教育力・組織力を向上させるとともに、地域

人材の を促進し、地域全体で教育活動の質的向上を図ることが重要である。 

  えて、学校施設についても、 における 所としての の推進、 業

に向けた の整備、特 教室の 等を進める必要がある。 

 

 

♦主要施策１  都 校 の推進 

 

１ 都 校 推進 に 取組 

都立高等学校が生徒を「 に社会人として自立した人 」に育成していくため、都立

高校 推進 に づき、教育 の充実や教育 の整備を推進するとともに、学

校の 設や学 の などに取り組む。 

 

＜主要施策 19における主要事務事業（例）＞ 

○ 都立高校 の推進 

○ 「 ー ン校」、「 ア デ ー校」の充実  

○ 学部等への進学を する生徒による「 ーム」の 成  

○ 都立 高等学校における ロ アの取組  

○ 都立 高等学校 の設置 備  

○ 都立 高一 教育校の設置 備  

○ 都立 高一 教育校における教育 の充実  

○ ン クールの 充に向けた取組の推進  

 

♦主要施策２０ 教育の推進 

 

１ 東京都 教育推進 （ ）に 取組 
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生社会の実 に向け、 のある ・ ・生徒の自立を 指し、一人一人の

力を 大 に して、社会に ・貢献できる人 を育成していくため、東京都特

支援教育推進 に づき、特 支援学校、 学校、 学校 都立高等学

校等の全ての学 の場における指導と教育 の なる充実、職業教育、 教育や

ー ・ 教育等の ・進 する社会に した特 支援教育の推進、区市町村教

育 会や教 の専門 向上等の特 支援教育を推進する体制の整備・充実に取り組む。 

 

＜主要施策 20における主要事務事業（例）＞ 

○ 都立 的 特 支援学校における と 置の の推進 

○ ・生徒の通学 の クール の充実  

○ 都立 的 特 支援学校における 支援の取組の推進 

○ 的 アの充実 

○ 学校の特 支援教室の導入に向けた支援 学校の特 支援教室導入に向けたモ

デル事業の推進 

○ 都立高等学校等における の生徒への支援 

○ 都立特 支援学校における ・ ー の  

 

♦主要施策２１ 学校 力の向上 

 

１ 学校 力を向上 る取組の充実 

校 が ー ー ップを し、より自 的な学校 を行 ていくため、Ｐ

クルに づく ネ ント テムによる学校 を 心とした組織的取組を

推進する。学校 支援 ンターによるきめ い支援により、校 の学校 を支援

し、都 に される特色ある都立学校づくりを推進する。 

また、校 が集 し、 のある 校 の業 を するため、 たに「学校

ネ ント モデル事業」を ・ 学校で実施する。 

 

＜主要施策 21における主要事務事業（例）＞ 

○ 校 の ー ー ップに づく組織的学校 の推進 

○ 学校 ネ ント モデル事業  

 

♦主要施策２２ 学校の教育  

 

１ の推進 

地 生 における ・生徒の安全を確保するため、「東京都地域 」等に

づき、 立学校における 材、 、外 等の 部材を む施設の の

推進 支援を実施する。 



 

Ⅲ　

平
成

年
度

　
　

 

教
育
庁
主
要
施
策

34

29

 
 

２ の推進 

立 中学校等に いて、 生徒等にと て な を確 するとと

に、 に る地域の としての機 を させるた 、

等） び 用 を実施する。 

また、都立学校に いて 生徒が して学習 生活で る を確 するた 、

の を推進する。 

 

 の推進 

生徒の な教育 を確 するた 、 立 中学校の 教室 図 室、

室、 室、 教室、 室、 室、 室、 室、図 室、

室 び 室）の に いて支援を 。 

都立高等学校に る 実 室や 室等の 教室の を推進するとと

に、都立 支援学校の 教室 び 育 の を推進する。 

 

 の推進 

立 中学校に いて、 を 定することを目的とした

を とと に、 等に る支援を い、

の促進に り、 生徒の学習への や を高 るとと に、 活用 力の

に な る。 

都立高等学校、都立高等学校 中学校 び都立中等教育学校に いて、学習の

や を高 学力を させるとと に、 活用 力を育 するた 、 なる

の充実を図る。 

また、都立 支援学校に いては、 の や に た を

活用し、 に た学習を とするた 、 なる の充実を図る。 

 

 策の の の  

学校内への の 、 対 な 学校内の 確 の取組を推進するた 、

立 び 中学校の校 等への の に いて支援を 。 

 

＜主要施策 22 における主要事務事業（例）＞ 

○ の推進 

○ 機 のた の 立 中学校等施 支援  

○ 都立学校の の の推進 

○ の推進 

○ 立学校に る の  

○ 校 等への の の推進 

○ 校 の 生 の推進  
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取組の方向  の教育力向上を図る 

 

【施策の必要性】 

 保 が家庭における教育の重要 を し、子供の教育に する 一 的責任を

たすことができるようにするため、社会全体で家庭教育を う保 への支援体制を

する必要がある。 

また、子供たちの 的な生活習慣、 な心、 、社会的な ーとい た人

成の となる力を育むに 、学校と家庭が の教育について を め い、

一体とな た取組を進めていくことが重要である。 

 

 

♦主要施策２  教育を の の充実 

 

１ 学校と の連携の推進 

 ・生徒が える な の や、その保 の子育てに する 安や の

等を図るため、地域の人材を活用し、保 らの に じるとともに、 ・

生徒に る「家庭と子供の支援 」を学校に 置する。 

 

＜主要施策 23における主要事務事業（例）＞ 

○ 学校と家庭の連携推進事業 

 

♦主要施策２  学校と が と た教育活動の充実 

 

１ 学校と との連携を図る取組の充実 

子供たちの 的な生活習慣、自立心、 人への いやりなど な心、 の

などの 、社会的な ーとい た人 成の となる力を育むに 、学校と家

庭が の教育について を め うことが重要であり、家庭における教育との連携

を図 た取組を進めていく。 

 

＜主要施策 24における主要事務事業（例）＞ 

○ 業地区 の充実  

○ 子 体験  

○ 情報 ト アプ ー ン「 えよう いじめ・ Ｎ 」の活用

促進  

○ Ｎ 等の な い の  
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取組の方向１０ 地域・社会の教育力向上を図る 

 

【施策の必要性】 

  社会全体で学校教育を支援し、質の高い教育を提供できるようにするため、地域等の

外部人材を積極的に活用した教育を推進することが必要である。 
また、子供たちの健全育成を推進するために、学校や地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚しつつ、地域全体で教育に取り組む体制づくりが重要である。 
 

 

♦主要施策２５ 地域等の外部人材を活用した教育の推進 

 

１ 「地域教育推進ネットワーク東京都協議会」等の取組の充実 

子供たちの社会的・職業的自立に向けた意識を向上させるため、「地域教育推進ネット

ワーク東京都協議会」の取組を充実させ、企業・大学・ＮＰＯ等が有する専門的な教育

力の教育活動への導入を推進する。 

また、学校、家庭、地域・社会が連携・協働し、地域全体で子供の教育を支えるため、

「学校支援ボランティア推進協議会」の設置・促進に向けて、コーディネーター等の研

修や特色ある事例等の情報提供等を充実させるとともに、ボランティア等地域人材の確

保がより促進されるよう、区市町村を支援する。 

  さらに、「地域連携推進モデル校」を指定し、地域の教育資源や外部人材の活用により、

生徒の社会的自立に必要な力を育む教育をより一層充実させるため、学校と地域が組織

的・継続的に連携・協働するためのネットワークを整備し、「地域が主体的に学校を支援

し、学校が地域に貢献する「地域とともにある学校」」を推進する。 

 

＜主要施策 25における主要事務事業（例）＞ 

○ 「地域教育推進ネットワーク東京都協議会」の取組 

○ 「学校支援ボランティア推進協議会」の設置・促進の充実 

○ 「地域連携推進モデル校」の指定 

 

♦主要施策２６ 学校と地域社会が連携した教育活動の充実 

 

１ 小・中学校における取組の推進(再掲） 

区市町村が実施する、子供たちの安全・安心な居場所である「放課後子供教室」にお

ける体験・学習活動の取組を支援するため、コーディネーター等の研修実施や活動事例

の情報収集・提供を行う。これらを通じて、地域の人材を活用した学習習慣を身に付け

るための学習支援などの活動プログラムの充実を図る。 
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また、中学生等を対象として、学習習慣の確立や基礎学力の定着を図ることを目的と

する「地域未来塾」に取り組む区市町村を支援し、子供たちへの学習支援の機会を充実

させる。 

 

２ 高等学校における取組の推進(再掲） 

外部人材等を活用した「校内寺子屋」を都立高等学校 10 校で実施し、義務教育段階の

基礎学力の定着が十分ではない生徒に対し、学び直し学習や自習を支援する。 

 

＜主要施策 26 における主要事務事業（例）＞ 

○ 「放課後子供教室」の促進(再掲） 

○ 「地域未来塾」の促進(再掲） 

○ 「校内寺子屋」の推進(再掲） 

 


